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今年は、梅雨入りが早かっ疋ですね．しばらくは、じめ
じめとうっとうしい天気が続くこともあり、気温、湿度と
も高くなりますので、体調を崩レやすくなります。
さらに食中曹は、特に気をつけなくてはなりまぜん。

食中毒予防の基本は『手洗い』です。
石けんを使ってきちんとした手洗いを、 ~.，， 

食事前はもちろん、ご家庭でも習慣づ旬、 ...(.•::’ 
手はいつも清潔にしておきましょう． ~・

I、

味わってよく噛む習慣をつけましよう

『かむJ磁館や能力は、人聞が生まれてからの学習によって習慣佑し、皐についていくものです。 “レっかり
かむ”ということは、皐体の健全な発宵に欠かせない大切な生活習慣で、乳組児期からしっかり身につけさせ
ることが大切です。

しかし、ただかむ回数を僧やすことを押し倒するだ11では習慣佑できませ 五百、~ 勉

ん．楽しく、美味しく食べものを味わうことで、生活習慣として、よくか ~ R竜野〆 ＜J¥ ~ 
む習慣を身につけること力Tできるのです。 可長さ杢当F 鋸~ df7 

＊前膚健膏ec,ec,re*
一ー らいおん趨

先用17日に、らいおん組さんで「サンドイツチ」作りをレました．
らいおん組さんは、昨年から調理保育で包丁を使っているので、みんな
上手に包丁を使って、きゅうりや／＂＼＂：） を切ること力tできました。
サンドイツチは3種類、

ツナきゅうり、ハムチーズ、コージマヨネーズ。
ソフトフランスパンと謀パンにはさみ、上手に切り分けていましたョ。
そして、くま組さん、ばんだ組さんの分ち作り、給食で箆ベまじた．
とても楽しく、そして美味しくP調理保育をすることカtできました．
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*;.1-・ -
子どもたちが8~見られるようテラスで栽笥申．

ミ二緑のカーテンカtできそうです．

＊いちご
うさぎ組さんが、プランターでいちご作りをし

ています。赤くなる度に蹴食しています．

＊メロシ
今年は初、メロン作りにチャレンジ！していま

す．苗を植え柑付、今回黄色い揺をつけています．

：＊さつ普い事
棋Cさつま芋堀りを予定しています。育つ梅子

を観察するために、ブラジターで隷宿中。

＊さやee唱te-.9c,e*
先月、幼児クラスで、ピースご飯に使うゲ

’I－；，ピース＠ザヤ也事をしまレた．
先週は、らいおん組さんで、おやつに使う

重量：~噌窃I Sもしまレた．
グリンピースは、ご飯に入れて吹いて出し

たのですが、ほとんどの子がグリジピースを
禽べていました。昨年は食べられなかった…
でも、今年はお豆を1つだけど食べられるよ
うになっ疋おともだち．句の味を知り、そし

て、子ど右足ちの成長もみられました。 8. 
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